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平成２４年度（2012 年度） 

 

小学校英語活動に関する研究 
 

小学校における外国語活動は、完全実施から２年目に入った。今年度の部会は、

「英語ノート」から移行した「Hi, friends!」の活用を基本にしながら、児童の興

味・関心にそった内容にするための視点や工夫のしかたなどについてのより具体的

で実践的な手法を研究した。 

また小学校外国語活動の目標・評価の規準の確認をしたのち、それらにのっとっ

た指導案を部員で作成、研究授業を実施した。さらに毎年の課題である小中連携に

ついても、中学校英語部会との研究授業公開という具体的な取り組みを実施した。 

＜研究員＞ 

新村 寿恵    箕面市立箕面小学校 

宮本 泰治  箕面市立萱野小学校 

杉本 靖代    箕面市立北小学校 

平松 真咲  箕面市立南小学校 

寺内 万里子  箕面市立南小学校 

福本 紀子   箕面市立南小学校 

小林 瑞枝   箕面市立萱野北小学校 

佐々木久美子 箕面市立東小学校 

松井 美和  箕面市立東小学校 

足立 稔美  箕面市立西南小学校 

安達 隆史  箕面市立萱野東小学校 

大森 奈都美 箕面市立中小学校 

川端 有美  箕面市立中小学校 

黒杭 慎平    箕面市立豊川北小学校 

細田 賀代子 箕面市立西小学校 

塩田 満里子 箕面市立西小学校 

前澤 鮎子    箕面市立豊川南小学校 

山本 歩美  箕面市立止々呂美小学校 

田中 麻記  箕面市立彩都の丘小学校 

＜スーパーバイザー＞ 

      関西大学 池田 真生子准教授
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はじめに 

小学校での外国語活動（英語活動を含む）に関する研究は、平成１３年度（2001

年度）に「小学校における英語学習のあり方に関する研究」部会から始まった。「総

合的な学習の時間」の国際理解教育の一環として導入されたところから、準備を重

ねる形で外国語活動の必修化に至り、現在では学級担任と外国語指導員、指導助手

とのティームティーチングが定着している。その中で「Hi, friends!」を効果的に

活用するための研究をすすめていく必要がある。 

 

Ⅰ 研究テーマの設定について 

 新指導要領による、昨年度からの小学校における外国語活動の完全実施をうけて、

以下を研究のテーマとした。 

「英語ノート」から移行した「Hi, friends!」の活用を基本にしながら、児童の興

味・関心にそった内容にするための視点や工夫の仕方などについて、より具体的で

実践的な手法を研究する。 

 

Ⅱ 研究仮説の設定について 

 「Hi, friends!」の活用について、１単元を研究部員共同で授業案を作成するこ

とで具体的に実践的な手法が研究できる。  

 

Ⅲ 検証経過 

４月２５日    第１回研究部会「今年度の研究の方向性について」 

５月１８日    第２回研究部会「『小学校外国語活動』のありかたについて」 

                     （講師） 池田 真生子 

６月１３日    第３回研究部会「各校の取組を交流」 

 

８月２３日    豊能地区教育課程研究協議会  

小学校外国語活動(第４回研究部会) 

               （発表者） 萱野東小学校 安達 隆史 

               「先生、アイ ウォントゥ プレイ サッカー！」 

９月１０日    第５回研究部会「指導案作り①」 

（指導助言） 池田 真生子 

１０月１０日   第６回研究部会「指導案作り②」   

１１月３０日   第７回研究部会  研究公開授業(30 日) 

(授業者） 箕面小学校 新村 寿恵  

                     ＡＬＴ  デビアシ・クリスチャン 

                 (指導助言) 池田 真生子 
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２月１８日    第８回研究部会 「1 年の振り返りおよび来年度に向けて」 

                (指導助言) 池田 真生子 

 

Ⅳ 研究内容 

 

【スーパーバイザー紹介】 

●関西大学准教授 池田 真生子 

【各学校の英語授業の様子の交流】 

    ●5，6 年担当で学年ごとにＡＬＴとの打合せをしている。 

   3 クラス×2 学年のため、6 時間授業をお願いしなければならず、また昼休み  

   や放課後に打ち合わせをするのでＡＬＴには負担をかけている。 

●校内の「外国語部会」で情報を共有することができている。 

●５・６年担当が中心で、他学年所属では情報共有ができていないのが現状で

ある。 

●毎回のＡＬＴとの授業ではコミュニケーション活動ができる。 

【今年度研究の方向性について】 

●研究員が共同で授業案を作成して、研究授業を実施する。 

●可能な限り小中の連携を行う。 

●学級担任が、それぞれのクラスの「Hi, friends!」に応用できるように 

 各校の取組を共有する。 

【その他】 

 ●年度当初のＡＬＴとの打ち合わせ状況について 

＊基本は５・６年担任や学年が指導案を作り、ＡＬＴと相談の上、授業を組

み立てていくことを確認しあった。 

＊英語活動ではあくまでも学級担任がメインであること、少なくとも最初と

最後のあいさつは学級担任がリードすることをＡＬＴと確認しあった。 

●Hi, friends!の配布について 

＊５年で Hi, friends!１、６年で Hi, friends!２を一斉配布をした。 

ほとんどの小学校では各教室保管とした。 

 

小学校英語活動に関する５月研究部会（報告） 
 

小学校外国語活動について（池田准教授講演より） 
 学級担任が授業をする(専科ではない) 
  担任だからできること 
  １ 子どもたちと距離が近い 
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  ２ 子どもたちの実態に合った授業ができる 
  ３ 子どもたちの規律をコントロールできる 
  ４ 英語を使う日本人としてのモデルになることができる 
 ＡＬＴだからできること 
  １ 英語の知識がある 
  ２ 自分の国の文化を伝えることができる 
 
  箕面市はＡＬＴが、ほぼ毎回活動に入ってＴＴをしているが全国的には少ない

といえる。担任ひとりでもできるように、ＩＣＴ教材やＣＤ、指導書があるの

で活用してほしい。 
● ＩＣＴを効果的に使用する。 
● 小学校では教えすぎない。文法事項を徹底させる時間ではない。 
● 英語に興味を持ち、英語を聞いたり話す活動に積極的に取り組む。 
● 振り返りカードを効果的に使う。 
評価規準について 
 学習指導要領 

①日本と外国の両方の言語・文化について体験的に理解を深める。 
②外国語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成

を図る。（コミュニケーション能力の素地） 
③ 外国語を通じて、外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませる。 

   特に言語や文化について知ることを大切にする。 
 
池田准教授レジメより 
タイトル  小学校外国語活動はどうあるべきか 
項目 
１ 外国語活動とは 
１） 外国語活動の目標（学習指導要領） 

外国語を通じて、言語や文化について体験的に理解を深め、積極的にコミュ

ニケーションを図ろうとする態度の育成を図り、外国語の音声や基本的な表

現に慣れ親しませながら、コミュニケーション能力の素地を養う。 
 

特に言語や文化を大切に！ 
既知のものでも新たな発見をもたらす話題等を扱う 
外国人の表現や身振りの中から、文化の違いに気付かせる
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２ 学級担任の役割、ティーム・ティーチング 
１） ティーム・ティーチングをする理由 

・ 担任だからできること 
・ ALT/JTE だからこそできること 

 
２） 実際の役割分担は 
    
 担任 ALT/JTE 
授業の準備 指導案作成 

教材の準備 
指導案作成の補助 
教材の準備 

授業の実施 活動例のデモ 
活動の説明 
机間巡視 
英語を使う日本人として

のモデル 

発話モデル 
机間巡視(英語サポート) 
英語でのコミュニケーシ

ョン 

児童の評価 3 観点についての評言 評価の補助 
※ 英語で授業？ 
a) モデルを示す 
b) 指示を出す 
c) フィードバックを与える 

 
３ 『Hi, friends!』について 
  特徴： １）各レッスンの構成は４ページ/ ６ページ 

２）各レッスンの最終活動は、インタビュー(ペア)活動 
３）文字は補助 

 
４ 小中連携 
  １）お互いを知る 

２）目的の共有と分担 
３）内容の連携 
 
小学校で学んだことを中学校で活かすためにも 

  小学校では教えすぎない 
  （同じ中学校区の）小学校同士の連携 
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小学校英語活動に関する６月研究部会（報告） 
各校の実践報告（６校） 
 
萱野東小学校  豊能地区教育課程研究協議会 小学校外国語活動部会発表 

「先生、アイ、ウォントゥ プレイ サッカー！」(昨年度の研究授業の発表) 

 

日時    平成 23 年（2011 年）11 月 14 日(月) ５限目(13:40～14:25)  

場所    箕面市立萱野東小学校 多目的室 

学年・組  ６年３組 ３２名  

指導者   安達 隆史  アディソン・マーク   

単元名   Lesson7 『What time do you get up?』 

単元目標  ・世界には時差があることに興味を持つ。 

      ・積極的に自分の１日を紹介したり、友だちの１日を聞き取ったりし

ようとする。 

・ 自分の『理想の１日』の生活を紹介する。 

児童観 

本学級の児童は、明るく素直である。教師からの働きかけに対して素直に行動

することができる。しかし、自ら考え行動することが苦手で、分からないことや

自信がないことには消極的になってしまう。また、間違うことや友だちと違うこ

とを気にするあまり、自分自身の考えを表現することに躊躇する子が多い。 

そのような児童の様子から、人と違うことを気にせず自分の考えに自信を持ち表現

できることが大切であると考え、グループでの活動を多く取り入れてきた。他の教

科でも、隣の児童と考えを交流する“ペア対話”や、班で交流する“グループ対話”、

友だちの意見に付け足しや修正を加えてまとめる“３組の考え”など行ってきた。

また、間違っていることを否定せずに、考えの中から良かった点をみつける“肯定

的評価”を意識してきた。これらの取り組みの結果、「間違っていても誰かがフォ

ローしてくれる」「自分の考えに自信がなかったけどグループで交流した考えだか

ら発表できる」と前向きに授業に取り組む子が増えてきている。 
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単元計画 

 

言語材

料・語彙 

第一時 第二時 第三時 第四時（本時）

〔目標〕 

世界の国々の

時差を知ると

ともに、時刻の

言い方を知る 

〔目標〕 

さまざまな動

作の言い方を

知る 

〔目標〕 

ALT の１日の生

活の話を聞き、

理解する。 

自分の生活に

ついて紹介す

る。 

〔目標〕 

自分で考えた

「理想の１日」

を紹介する 

Lesson7 

自分の一

日を紹介

しよう 

〔言語材

料〕 

 

〔語彙〕 

１～60 

時刻 

動作 

〔内容〕 

①挨拶 

②Let’s Play 1
～60 の復習 

③時刻の言い

方を知る 

④時差につい

て知る 

⑤振り返り 

〔内容〕 

①挨拶 

②時間と数の

復習 

③p47 動作の言

い方を知る 

④Let’s Chant 
⑤Let’s Play ビ

ンゴゲーム 

⑥Let’s Listen
(何時何分) 

⑦振り返り 

〔内容〕 

①挨拶 

②時間と動作

の復習 

③『マーク先生

の１日』 

 (時間軸に記

入) 

④『自分の1日』

を記入 

 Ｇで紹介→

代表が発表 

⑤時間・動作ゲ

ーム 

⑥振り返り 

〔内容〕 

①挨拶 

②『マーク青年

の１日』 

時間と動作

の復習 

③『理想の１

日』を考える 

 Ｇで発表 

④クイズ 

｢誰の１日で

しょう｣ 

⑤振り返り 

主な判断材料 通知表観点 

（評価基準） 第一時 第二時 第三時 第四時 

日本と外国の両方の

言語・文化について

知り、理解しようと

する。 

時計の読み方
にふれ、世界の
国々の時差を
時計盤で表現
しようとする 
 

 ALT の１日の生
活を聞いてさ
まざまな文化
の違いを知ろ
うとする。 

ALT の１日の生
活を聞いてさ
まざまな文化
の違いを知ろ
うとする。 

相手が話すことをよ

く聞いて理解しよう

としたり、自分の考

  ALT の１日の生
活を聞き、想像
し理解しよう
とする。 

自分の『理想の
１日』を相手に
伝えようとす
る。 
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指導観 

５年生から始まった英語であるが、大半の児童が初めての出会いであった。（本

学級では、英語教室に通っている児童は数人、帰国子女は一人）。「英語は分から

ない」「英語は難しい」という先入観から苦手意識が強く消極的になってしまい、

声が小さかったり、手が挙がらなかったりする様子が見られた。そのような現状

から、ゲームやクイズなどの活動を通して、楽しみながら英語に触れる授業づく

りを心掛けてきた。また、ALT の発音を聞くだけでなく、全ての児童が必ず１回

は発音できるような活動を取り入れてきた。 

  本単元は、日常生活の中の時間や動作の表現について知ることがねらいである。

前時では、時間や動作の表現を使って、学校生活を中心とした“自分の１日”を

紹介した。本時では、児童がより興味を持って考えられるよう“理想の１日”を

紹介しあう。「もし１日だけ誰にも邪魔されず自分の好きなように過ごせるとし

たら」という児童に関心の高い設定の中、表現したいことを友だちや ALT、担任

と相談しまとめる。ここでは、英語で書くことがねらいではなく、英語で相手に

伝えることに重点を置く。その後、クイズ“誰の１日でしょう”を行う。自分の

生活を紹介したり、友だちの発表を聞いて、自分の生活と比べたりすることで、

違いを認め合ったり友だちの新たな面に気づいたりして、互いの理解を深めるこ

とにもつなげていきたい。 

また、ALT の生活(「マーク先生の１日」と「マーク青年の１日」)を聞くこと

で、外国の文化を知り、興味を持たせたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

えを相手に伝わるよ

うに話したりする。 

友だちの『理想
の 1 日』を聞い
て理解を深め
ようとする。 

英語に興味を持ち、

英語を聞いたり話し

たりする活動に積極

的に取り組む。 

 教科書に載っ
ている動作だ
けでなく興味
がある動作を
知ろうとする。
 

『自分の１日』
をジェスチャ
ーなどを使っ
て伝えようと
する。 

自分の『理想の
１日』をジェス
チャーなどを
使って伝えよ
うとする。 
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（教材資料） 

自分の一日を紹介しよう 

組  名前 

  

I  get  up   at     :      起きる 

I  go  to  school   at     : 学校に行く 

I  eat  school  lunch at     : 給食を食べる 

I  go  home   at     : 家に帰る 

 at     :  

 at     :  

I  take  a  bath at     : お風呂に入る 

I  go  to  bed at     : 寝る 

 

理想の１日を紹介しよう 

組  名前 

 

I  get  up     at     :    ． ○時に起きる。 

at     :    ．  

at     :    ．  

at     :    ．  

at     :    ．  

at     :    ．  

at     :    ．  

I  go  to  bed  at     :    ． ○時に寝る。 

 

クイズ大会“誰の１日でしょう” 

１班  ５班  

２班  ６班  

３班  ７班  
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４班  ８班  

 

英語：ふり返りカード      月  日(  ) 

組  名前 

＜今日のめあて＞ 

 ・マーク先生の１日を聞いて、動作と時間の表現を知ろう。 

 ・自分の希望の１日の生活を相手にわかりやすく紹介しよう。 

 

＜今日の授業のふり返り＞ 

よくできた…◎   できた…○   もうすこしがんばろう…△ 

  

①先生の話をしっかり聞くことができた。  

②先生の話す言葉をくり返し言うことができた。  

③希望の一日を言うことができた。  

④動作や時間の表現が分かった。  

 

＜発見や感想＞ 

 
外国語活動指導案 

２－Lesson2     When is your birthday? 

とどろみの森学園 山本歩美 

単元目標  ・積極的に誕生日を尋ねたり、誕生日を答えたりしようとする。 

      ・英語での月の言い方や、誕生日を尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しむ。 

      ・世界と日本の祭りや行事に興味をもち、時期や季節の違いに気付く。 

単元評価規準・進んで誕生日を尋ねたり答えたりしている。 

      ・月の言い方を聞いたり言ったりしている。 

      ・誕生日を尋ねたり答えたりしている。   

      ・時期や季節によって世界には様々な祭りや行事があることに気付いている。 

本時の目標 ・誕生日の尋ね方や答え方に慣れ親しむ。 

      ・世界と日本の祭りや行事に興味をもち、時期や季節の違いに気付く。 
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評価規準  ・誕生日を尋ねたり答えたりしている。（言語や文化）＜行動観察＞ 

      ・時期や季節によって世界には様々な祭りや行事があることに気付いている。（慣

れ親しむ） 

＜

行動観察＞ 

  

本時の展開（２/４時間） 

児童の活動 指導者の活動 準備物 

○挨拶をする。 ・全体に挨拶をする。（Hellow, 

everyone.） 

・個別に挨拶をする。（How are you?） 

 

○キーワードゲームをする。 

・指導者が言う月を繰り返して

言う。 

 

・隣の友だちとペアになってゲ

ームをする。 

・月のカードをホワイトボードに貼り、

月の言い方を使ってキーワードゲー

ムをすることを告げる。 

 

教師用 月カ

ード 

○Let's Lesson 1    P6,7 

・世界の行事について、行事名

や行われる月を予想する。 

・予想を確認するために、音声

教材を聞き月・行事・国旗の

絵を線で結ぶ。 

 

・紙面の行事が何であるか、またそれら

が何月に行われるかを予想させる。 

・どんな行事が確認した上で、音声教材

を聞かせ、月、行事、国旗の絵を線で結

ばせる。 

デジタル教材 

○誕生日を言ってみよう。尋ね

てみよう。 

・指導者の後に繰り返して尋ね

方や答え方を言う。 

・When is your birthday? / It’s ～. 

 の言い方を一斉に繰り返して言わせ

る。 

・自分の誕生月を当てはめて言うように

させる。 

・慣れてきたら、T：質問 C:答え の

形式で言わせる。 

 

○Let's Lesson 2    P8 

・音声教材を聞いて、登場人物

の誕生日を聞き取る。線で結

ぶ。 

 

・音声教材を聞かせ、答えを確かめさせ

る。 

デジタル教材 
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○Activity ボンゲームをする。 

・一つずつおはじき（Bomb）を

持つ。英語で誕生日を尋ねあ

う。じゃんけんをして勝った

らおはじきを負けた人に渡

す。（５分間） 

 

・じゃんけんの言い方を伝える。 

・誕生日の尋ね方と答え方をもう１度確

認する。 

おはじき（人数

分） 

 

南小学校 
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西南小学校 
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東小学校 
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彩都の丘小学校 
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小学校英語活動に関する９月研究部会（報告） 
 
 １１月の研究授業に向けて 
 ［発表形態］ 
  個人の発表ではなくグループ活動を効果的に取り入れる。 

［指導案について］指導案発表に関しての池田准教授による講評（別添参照） 
  ●目標と評価がつながっているということが大事。 
  ●１時間の中の「評価のポイントはどこか」評価項目は複数でなくてもよい。 
  ●グループ内で役割分担をして、全員が発表できるように、また発表を聞くこ

とができる工夫をする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

単元計画

Lesson　５ 言語材料・語彙 第一時 第二時 第三時 第四時（本時）
【言語材料】 【目標】 【目標】 【目標】 【目標】
Where do you want
to go?
I want to go to～

【語彙】
国名
世界遺産 【内容】 【内容】 【内容】 【内容】
食べ物 ①挨拶 ①挨拶 ①挨拶 ①挨拶
動物 ②Let's Chant ②Let's Chant ②Let's Chant ②Let's Chant
スポーツ　など ③国名を知る ③国名・色の復習 ③センテンスの復習 ③センテンスの復習

④世界遺産や食べ物な
どを知る

④Let's Play② ④Let's play③
④担任・ＡＬＴのおすす
めの国の発表

⑤Key Word Game
⑤Where do you want
to go?/I want to go to
～.の言い方を知る

⑤グループ分け
⑤各ブースに分かれて
発表

⑥Let's play① ⑥Ｑ＆Ａ　リレーゲーム
⑥情報共有、ポスター
作り

⑥クイズ

⑦振り返りカード ⑦振り返りカード ⑦振り返りカード ⑦振り返りカード
⑧挨拶 ⑧挨拶 ⑧挨拶 ⑧挨拶

第一時 第二時 第三時 第四時

池田准教授からの指摘
※「本時の展開」のファイルでは、この③④の活動が2つの活動なのかどうか。
※第四時の評価観点として「世界にはいろいろな人がいることに気づく」も追加可能ではないか。

「行きたい国について聞いたり話たりする表現に、慣れ親しんでいる」
※第四時は、コミュニケーション態度のことではなく、英語の音声・表現に慣れ親しんでいるか、を確認する観点なので以下に変更。

おすすめの国について
調べる。

おすすめの国について
発表したり、友達のおす
すめの国の発表を聞く。

友だちの「おすすめの
国」の文化や習慣を知
ろうとする。

自分の「おすすめの国」
を相手に伝えようとす
る。また、友だちの「お
すすめの国」を聞いて
理解を深めようとする。

自分の「おすすめの国」
をポスターやジェス
チャーを使って相手に
伝えようとする。

通知表観点 主な判断材料

英語に興味を持ち、英語を聞いたり話し
たりする活動に積極的に取り組む。

「おすすめの国」の、文
化や習慣、食べ物やス
ポーツなどについて知
ろうする。

行きたい国について尋
ねたり答えたりする表
現に慣れ親しむ。

相手に行きたい国を尋
ねようとしたり、自分の
行きたい国を伝えようと
する。

「おすすめの国」を
紹介しよう

世界のいろいろな国の
国名の言い方を知る。

国旗や世界遺産にふ
れ、世界の国々に興味
をもち、国名の言い方を
知ろうとする。

相手が話すことをよく聞いて理解しようと
したり、自分の考えを相手に伝わるように
話したりする。

日本と外国の両方の言語・文化について
知り、理解しようとする。

（評価基準）
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本時の目標

・行きたい国の尋ね方や答え方を知る。
・自分の「おすすめの国」をわかりやすく相手に伝えようとする。

本時の展開

池田准教授からの指摘
※ 各活動の所要時間を入れる
※ 「留意点」の欄には指導内容が多いため、もう少し留意点事態についての記述を増やす。
※ ブースに立つグループが、交代制かどうかも記述して手順をより明確に。
※ 振り返る内容は、クイズに答えてグループワークの内容を確認するだけではなく、本時の授業で

何に気づき、次に頑張ることを意識させると、次回以降の授業につながる。
※ 予習活動/まとめの欄では、「振り返りカード」を「振り返り」に。(活動についての記述であるため。)
※ 展開：英語の発音がわからない児童がいれば、支援できるよう巡視する。
※ まとめ：クイズは、グループで助け合うようにさせる。

導
入

展
開

・担任やＡＬＴ、友だちの「おすすめの国」の紹介を聞き、世界の国々の文化や習慣、食
べ物やスポーツなどに興味をもつ。

学習活動 留意点 準備物

ま
と
め

挨拶

Let's Chant

行きたい国の尋ね方や答え方
の復習（ＡＬＴと担任の「おすす
めの国」について知る。）

・国旗や国名を振り返らせる。

・行きたい国の尋ね方や答え
方を復習させる。

・担任やＡＬＴの「おすすめの
国」の紹介を聞き、外国の文化
や習慣などに興味をもたせる。

・電子黒板

・担任、ＡＬＴの「お
すすめの国」につ
いての写真

・国旗や国名を振り返らせる。

・相手に伝わりやすいように、
ポスターやジェスチャーを使
い、発表させる。

・友だちのブースで知ったこと
を、ワークシートにメモさせる。

・グループの全員が発表できる
よう声かけをする。

・ポスター

・ワークシート

ブースに分かれて、自分の「お
すすめの国」を紹介する。

友だちの「おすすめの国」につ
いて知る。

クイズ

振り返りカード

挨拶

・ワークシートを見ながらクイズ
をし、振り返させる。

・振り返りカード
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小学校英語活動に関する１０月研究部会（報告） 
 

小学校英語部会 外国語活動指導案 
 
日時   平成 24 年 (2012 年)11 月 30 日（金） 
場所   箕面市立箕面小学校 英語活動室 
学年・組 ６年２組 ３１名 
指導者  新村 寿恵  ﾃﾞﾋﾞｱｼ･ｸﾘｽﾁｬﾝ･ﾊﾟﾄﾘｯｸ 
単元名  Lesson5 「Let’s go to Italy.」 
単元目標 ・自分の思いが伝わるように、おすすめの国について発表したり、友達

の発表を積極的に聞こうとしたりする。 
     ・行きたい国について、尋ねたり言ったりする表現に慣れ親しむ。 
     ・世界には様々な人たちが、様々な生活をしていることに気づく。 
 
 
指導において 
 昨年度から週 1 時間、担任とＡＬＴによる英語活動が始まり、今年で 2 年目にな

る。それまでは、年間４～６回の国際理解教育を行い、そこでは英語やいろいろな

国の挨拶や文化などを学んできた。 
 学年が上がるにつれ、恥ずかしさから、声が小さくなったり、手が上がらなくな

ったりする様子が見られるが、本学級の児童は、英語活動においては元気がよく、

大きな声で担任や ALT が言うことをリピートすることができている。学習したば

かりで、まだ自信がないときは、声が小さいときもあるが、歌やチャンツは休み時

間などに友達同士で口ずさみ、次時の授業では大きな声で歌うことができるように

なっている。また、英語活動の時間以外にも、「これは英語でなんていうの？」と、

聞いてくる児童も多く、日常的に英語に興味を持つ児童が多いと感じる。一方で、

みんなの前で発表するという場面では、自信を持てずにうまく発表できない児童が

多い。 
 本単元は、世界の国に興味を持ち、その国の国旗や世界遺産、食べ物、スポーツ

や服装などを知ることがねらいである。子どもたちの関心が高く、また普段から慣

れ親しんでいるものや外来語、英単語も多いので、身近にとらえることのできる教

材である。単元の流れとして、児童一人ひとりが興味をもった国について調べ、そ

れを友達に発表するという順で進めていく。前時では、「おすすめの国」を選び、

グループに分かれ、その国について知っている情報を共有しあった。そして、「総

合的な学習の時間」を使い、インターネットで「おすすめの国」の情報集めを行っ

た。各グループで、情報を収集・共有したあとは、発表する内容を話し合った。本
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時では、各グループ（ブース）で「おすすめの国」を紹介する。また、グループの

中で前半後半に分かれ、発表するだけでなく、他のブースを回り、友達の「おすす

めの国」の発表を聞く活動も行う。 
2 年間で学んだセンテンスは極わずかではあるが、その中でも使えるセンテンス

を見つけ、自分の知っている単語や調べた単語を組み合わせ、発表できる力をつけ

てきた。自分が伝えたい内容をまずは日本語で的確にまとめ、相手に伝わるように

それにあった英語のセンテンスを考え出すことが求められる。児童にどんなセンテ

ンスを習ったか、使えるかを尋ねると、下のセンテンスが出てきた。 
 

伝えたいことが英語で伝われば、大きな達成感を得ることができ、これこそ言語

活動の醍醐味ともいえる。グループでの学習をすることで、英語が苦手な児童も友

達と協力しながら、また教え合うことで英語に対する理解度を深めさせたい。 
人前で発表するのが苦手な児童は多いが、一人ひとりが意見を出し合い、協力し

合いながら発表内容を考えたこと、また、「おすすめの国」を発表する姿も見てほ

しい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

単元計画

Lesson　５ 言語材料・語彙 第一時 第二時 第三時 第四時（本時）
【言語材料】 【目標】 【目標】 【目標】 【目標】
Where do you want
to go?
I want to go to～

【語彙】
国名
世界遺産 【内容】 【内容】 【内容】 【内容】
食べ物 ①挨拶 ①挨拶 ①挨拶 ①挨拶
動物 ②Let's Chant ②Let's Chant ②Let's Chant ②Let's Chant
スポーツ　など ③国名を知る ③国名・色の復習 ③センテンスの復習

④世界遺産や食べ物な
どを知る

④Let's Play② ④Let's play③
③担任・ＡＬＴのおすす
めの国の発表

⑤Key Word Game
⑤Where do you want
to go?/I want to go to
～.の言い方を知る

⑤グループ分け
④各ブースに分かれて
発表

⑥Let's play① ⑥Ｑ＆Ａ　リレーゲーム
⑥情報共有、ポスター
作り

⑤クイズ

⑦振り返り ⑦振り返り ⑦振り返り ⑥振り返り
⑧挨拶 ⑧挨拶 ⑧挨拶 ⑦挨拶

第一時 第二時 第三時 第四時

行きたい国について尋
ねたり答えたりする表
現に慣れ親しむ。

相手に行きたい国を尋
ねようとしたり、自分の
行きたい国を伝えようと
する。

「おすすめの国」を
紹介しよう

世界のいろいろな国の
国名の言い方を知る。

国旗や世界遺産にふ
れ、世界の国々に興味
をもち、国名の言い方を
知ろうとする。

相手が話すことをよく聞いて理解しようと
したり、自分の考えを相手に伝わるように
話したりする。

日本と外国の両方の言語・文化について
知り、理解しようとする。

通知表観点 主な判断材料
（評価基準）

英語に興味を持ち、英語を聞いたり話し
たりする活動に積極的に取り組む。

「おすすめの国」の、文
化や習慣、食べ物やス
ポーツなどについて知
ろうする。

おすすめの国について
発表したり、友達のおす
すめの国の発表を聞く。

友だちの「おすすめの
国」の文化や習慣を知
り、世界にはいろいろな
人がいることに気づこう
とする。

自分の「おすすめの国」
をポスターやジェス
チャーを使って、相手に
伝えようとする。また、
友だちの「おすすめの
国」を聞いて理解を深め
ようとする。

行きたい国について聞
いたり話したりする表現
に慣れ親しんでいる。

おすすめの国について
調べる。
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本時の 目標

・行きたい国の尋ね方や答え方を知る。
・自分の「おすすめの国」をわかりやすく相手に伝えようとする。

本時の 展開

所要
時間

・振り返りカー
ド
（クイズシート）

クイズ

振り返り

挨拶

・各ブースの発表に関係するク
イズを、ワークシートを活用しな
がら振り返り、クイズに答 え、振
り返りカードに記入させ る。
・本時でわかったことや、思った
こと、もっと知りたいことなどを、
振り返りカードに記入させる。
・何人かの児童のふり返りを、
全体 に広める。

・担任やＡＬＴ、友だちの「おすすめの国」の紹介を聞き、世界の国々の文化や習慣、食べ物
やスポーツなどに興味をもつ。

学習活動 留意点 準備物

導
入

展
開

・電子黒板

・担任、ＡＬＴの
「おすすめの
国」についての
写真

・ポスター

・ワークシート

挨拶

Let's Chant

行きたい国の尋 ね方や答え方の
復習（ＡＬＴと担任の「おすすめの
国」について知る。）

・国旗や国名を振り返らせる。

・行きたい国の尋ね方や答え
方を復習させる。

・担任やＡＬＴの「おすすめの
国」の紹介を聞き、外国の文 化
や習 慣などに興味をもたせる。

・国旗や国名を振り返らせる。

・相手に伝わりやすいように、
ポスターやジェスチャーを使
い、発表させる。

・英語の発音がわからない児
童が いれば、支援する。

・友だちのブースで知ったこと
を、ワークシートにメモさせる。

・グループの全員が発表できる
よう声かけをする。

ブースに分かれて、自分の「おす
すめの国」を紹介する。

友だちの「おすすめの国」につい
て知る。

・６ブース【６カ国紹介】
・前半発表者は後半ブースを回
る。
・後半発表者は前半ブースを回
る。

ま
と
め

10分

20分

15分

 

指導案の完成に向けて 
● ６グループに分ける 
● １グループ１カ国で、クラスで６カ国の発表とする。 
● １グループを半分に分けて全員が発表できるようにする。 
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小学校英語活動に関する１１月研究部会（報告） 
 
池田准教授レジメより 
タイトル： 評価と活動についての Tips 
項目 
１ 評価について 
１）どのような観点で評価すればいいのか？ 
  評価は目的と合致→目標の三本柱 

① 積極的なコミュニケーション態度の育成 
② 言語や文化について体験的に理解する 
③ 音声や基本的な表現に慣れ親しむ 

 
具体的方策として(国立教育政策研究所 2011) 

  １ ・相手に伝わるように工夫して尋ねたり言ったりしている 
・笑顔で話している 
・相手の目を見て話したり聞いたりしている 
・相手の外国語(英語)がゆっくりでも、最後まで聞いている 
・相手の外国語(英語)がわからなければ、聞き返そうとしている 
・困っている友だちがいれば、手伝っている 
・誰とでも活動している 

 
  ２ ・外国語(英語)と日本語とで、(建物の)表し方が違う/同じことに気付いて

いる 
・音や文字が日本語と違う/同じことに気付いている 

・ ことばの並びが、外国語(英語)と日本語で違う/同じことに気付い

ている 
 

  ３ ・その単元のキーフレーズ/キーワードを、聞いたり言ったりしている 
    ・発音の仕方などについて、教師や友達に聞いている 
 
研究授業についての意見交流 

● 今回の授業案の発表形態で、子どもたちが、積極的に英語で発表し、また

他のグループの聞き取りをしていたのでコミュニケーション活動において

は成果があったといえる。 
● ポスター制作やおすすめの国の調べ学習など、発表までの準備に時間がか

かったが、発表時には自信を持って説明することができていた。 
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● グループでの発表を、前半と後半の２チーム作ることで、一人ひとりの役

割がはっきりした。 
● ６カ国の名所や食べ物、衣装などがよくわかるように説明できていた。 
● 振り返りについてもカードに自分の感想を書いていた。 

 
小学校英語活動に関する２月研究部会（報告） 

 
来年度に向けて（意見交流から） 

   小学校での外国語活動が定着しつつあり、５、６年の学級担任の英語への抵

抗感は少なくなってきた。ただ、当該学年にならないと外国語活動への取組に

対して消極的であるという課題がある。ひとつの方法として、全学年の教職員

が５年または６年のグループに入り、教材制作や授業案の検討をそのグループ

でおこなうことで小学校外国語活動が全体で共有できる。 
   来年度は、ＡＬＴも含めて小学校外国語活動の授業案を検討して作成できる

ようにしたい。また、中学校英語科教員とも連携してさらに研究を進めていき

たい。 
 池田准教授より他県の取組の紹介 
   神奈川県・・小中連携 兼務者が外国語活動 小中の交流を担う 
   広島県・・・他教科との連携 小５社会で世界の時間 算数の計算を英語で。 
   ALT だけではなく、地域の人材や、日本人の支援員を活用しているところも

ある。 
 
Ⅴ 研究のまとめ 

 「Hi, friends!」を活用するために、具体的な指導案を共同で作成し、スーパ

ーバイザーの助言のもと研究を深めることができた。研究授業は担任と ALT の

２人だが、研究員全体で意見交流しながら指導案を作成することで、それぞれ

の学校の現状にも合わせることができるような工夫も交流できた。仮説のよう

に、共同で作成することで具体的で実践的な手法が研究でき、各校での外国語

活動の授業力向上につながったと考える。 

また小中連携については、小、中の研究授業を公開して、双方に活かせる取

組になるように設定した。 

今後は、子どもたちが意欲的に体験や活動ができる授業研究を深めることが

必要であり、公開授業・研究協議会の充実、他市との連携などを行っていく方

向性を共通確認した上で、市の教育研究会での研究として継続することとする。 
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